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 令和元年７月 定例教育委員会々議録 

 

１ 日  時   令和元年７月 30 日（火） 午後２時 00 分～ 

 

２ 定例教育委員会 

開催場所   会議室３０１ 

 

３ 出席委員の氏名 

   教 育 長   遠  藤  浩   教育長職務代理者  黒 川 優 子 

委   員   山 崎 克 弥   委     員   中 野 信 男 

   委   員   秦   久美子   委    員  斎 藤 純 郎 

 

４ 説明のため出席した職員 

教 育 次 長  宮 路 一 規   主     幹  二 平 芳 信     

学校教育課長  太 田 和 行   子 育 て 支 援 課 長  白 井 健 次      

社会教育課長  石 田 進 一   統括指導主事  関 矢   洋 

 

５ 本委員会書記 

  学校教育課  横 田 雄 司 他２名  

 

６ 傍聴人 

     ９名 

 

７ 会議に付議した事件 

 

諸報告 

  （１）行事報告及び行事予定 

   （２）教育長報告 

   （３）寄附報告 

 

 専決処分の報告について 

報告第 ７ 号 共催・後援の教育長専決報告について 

 

 協議題 

   協議第 ５ 号 新規共催・後援申請について 
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 議 案 

   議案第 29 号 燕市指定文化財「国上寺本堂 附境内地」の現状変更について 

   非公開 

 

 その他 

  ・燕市環境審議会への委員の推薦について 

 

８ 閉 会 

 

 

 

 

会議録     別紙のとおり  
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１．開 会 宣 言     午後２時 00 分～ 

 

２．会議録署名委員の指名  秦 久美子 委 員 

 

３．諸報告 

（１）行事報告及び行事予定について 

  〈各課長が報告〉 

 

（２）教育長報告 

〈遠藤教育長が以下のとおり報告〉 

 

１ はじめに 

○ ７月上旬に２つの講演会に参加した。１つは7／5(金)に保育士の皆さんの研

究会でお茶の水女子大学の教授の方のお話。専門家が専門家から話を聞くとい

うのは、実践者としての自身の考えをまとめてみるきっかけとなったのではな

いか。その翌日の7／6(土)一般市民向けの教育講演会で、小児科医でもある文

教大学の教授の方からのお話を伺った。講師の方の実践例を元にした迫力ある

話し方に、これまでの自分自身の指導経験を重ねながら振り返ることができた。 

 

２ ７月の行事より 

(1) ７月７日(日) 燕市総合防災訓練 

災害に備えるということの第一歩は、意識づけだと感じる。市民の防災意識を

高めておくことが万が一のときの素早い行動につながるように思う。 

当日の総合防災訓練に先立ち、午前中にいわゆる図上訓練が行われた。ドロー

ンからの映像なども映し出され、対策本部は実践的な訓練ができた。起きてはほ

しくない災害には、担当者のイマジネーションも大切であることも実感できた。 

 

(2) ７月20日(土)21日(日)26日(金)27日(土)…夏祭り28日(日)…花火大会 

活動人口という言葉があるが、祭りはその数値を体感することのできる機会で

ある。天候の関係で中止となった行事もあるが、協力してくれた児童生徒と指導

していただいた各学校の教職員の皆さんに改めて感謝申し上げる。 

激しい人口減少が予想される中にあって、こうした祭りがどのようになってい

くのか不安がよぎる。ノスタルジックに昔を思うのではなく、リアリティのある

将来を議論するのは、今なのだと思えてならない。 
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３ 県の動きなどから 

(1) 教員の働き方改革について 

文部科学省の「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドラインの策定

について(通知)」を踏まえて、県としての方針の策定に向けた準備に入った。 

児童生徒の成長を望む保護者の期待に応えつつ、教職員のワークライフバラン

スを進めるという、相反することに取り組むという難題へのチャレンジである。 

 

(2) 「令和２年度～令和４年度県立高校等再編整備計画」の策定 

中学１年生が高校を受検するころの高校の状況を知らせるために、３年先を示

していることを理解した上で、当計画を見ていただきたい。 

令和３年春の吉田高校の募集学級数が２学級の見込みであると書かれている。

令和３年春の燕市内の中学校卒業見込み者数は、前年に比べ▲35人ほど、そのう

ち吉田中学校が▲32人と見込まれていることに対応した措置と考えられる。翌年

は中学校卒業者数が増加することから、学級減は単年度措置として示されている。 

 

(3) 新しい大学入試制度への対応について 

「大学入学共通テスト」で問われる知識・技能や思考力、判断力、表現力の育

成が必要である。教員の研修を充実させ、実践的な指導力の向上に取り組んでい

くとしている。 

大学入試制度の変更は、20年ぐらいかかって、小中学校の学力観に本当の影響

を与えることになる。つまり、社会の評価が出るまでにはそれくらいの時間がか

かるはずである。 

 

（３）寄附報告 

    ４件の寄附について 

    〈№１、２について太田学校教育課長が説明〉 

    〈№３、４について石田社会教育課長が説明〉 

 

 ○委員（中野 信男） 

  №２の寄附品「教育版レゴ」とはどのようなもので、５台どこに寄附されたの

か。 

 

 ○学校教育課長（太田 和行） 

  プログラミングで操作することができる小型自律型ロボットで、つばくろロボ

キッズ教室で使用するものである。 
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４．専決処分の報告について 

報告第 ７ 号 共催・後援の教育長専決報告について 

６件の後援について 

    〈№１、３、６について石田社会教育課長が説明〉 

〈№２、４、５について太田学校教育課長が説明〉 

 

５．協議題 

協議第 ５ 号 新規共催・後援申請について 

３件の後援について 

     〈№１、２について石田社会教育課長が説明〉 

〈№３について白井子育て支援課長が説明〉 

 

６．議 案 

   議案第 29 号 燕市指定文化財「国上寺本堂 附境内地」の現状変更について 

    〈石田社会教育課長が説明〉【非公開審議】 

 

   審議の結果、全員異議なく議案第 29 号は原案通り議決された。 

 

７．その他 

 ・燕市環境審議会への委員の推薦について 

   〈太田学校教育課長が説明〉 

 

   審議の結果、秦久美子教育委員に決定した。 

 

８．閉 会    午後２時 33 分 
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   教 育 長    遠藤 浩         

 

 

 

 

   会議録署名委員    秦 久美子        

 

 

 

 

   会議録調整者    矢川 麻里子       

 

 

 

 

 

 

 


